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� 太陽� 〈石川〉

　　　　太陽について，次の⑴～⑶に答えなさい。
⑴�　太陽と月と地球が一直線上に並び，太陽が月にかくされて見えなくなる現象を観察した。このように太陽の一部
または全体が月にかくされて見えなくなる現象を何というか，書きなさい。
⑵�　太陽系のうち，地球よりも外側を公転する惑星はいくつあるか，次のア～オから
最も適切なものを 1つ選び，その符号を書ききなさい。
　ア　 3　　イ　 4　　ウ　 5　　エ　 6　　オ　 7
⑶�　図 1のように，天体望遠鏡に，記録用紙を固定した太陽投影板をとりつけ，記録
用紙の円の大ききに合わせて太陽の像を投影すると，黒点が観察で
きた。図 2は， 2日ごとに同じ時刻，同じ場所で，太陽の像を投影
したときの黒点の位置と形を，記録用紙にスケッチしたものであり，
次の文はこの観察結果についてまとめたものである。文中の①，②
にあてはまる内容をそれぞれ書き，文を完成させなさい。

　　�　 2 日ごとに，同じ時刻，同じ場所で，黒点を観察したとき，黒点の位置が移動していたことから，（　①　）
とわかる。また，（　　②　　）ことから，太陽が球形であるとわかる。
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� 太陽の 1日の動き� 〈福岡〉

　　　　福岡県のある地点で，よく晴れた秋
しゅう

分
ぶん

の日に，太陽の 1日の動きを調べる観察を行った。下の　　　内は，
その観察の手順と結果である。

【手順】　Ⅰ　白い紙に透明半球と同じ直径の円をかき，円の中心 0で直交する 2本の線を引いて，透明半球を円
に合わせて固定する。
Ⅱ　固定した透明半球を水平なところに置いて， 2本の線を東西南北に合わせる。
Ⅲ　 9時から15時まで 1時間ごとに，Ｘ太陽の位置を示す印を，透明半球上に油性ペンでつける。
Ⅳ　Ⅲでつけた印をなめらかな線で結び，その線を透明半球の縁

ふち

まで延長する。
　【結果】　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜気づいたこと＞

　〇�　太陽は，ほぼ真東からのぼり，昼頃南の空で最も高くなった。
その後，太陽はしだいに低くなり，西の空に沈んでいった。

　〇�　 1 時間ごとにつけた印の間隔をはかると，Ｙどの間隔も
4.0cmで等しかった。

⑴�　下線部Ｘの操作を行うときに，油性ペンの先端の影を一致させる点は，Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄ，Ｏのどれか， 1つ選び，
記号を書きなさい。ただし，Ａ～Dは，東西南北に合わせた 2本の線と透明半球の縁との交点をそれぞれ示している。
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� 星の見え方� 〈大分〉

　　　　四季の星座と地球の公転について，⑴，⑵の問いに答えなさい。

　1�　地球が太陽のまわりを公転しているようすと，
それをとりまく主な星座の位置関係を調べた。
図 1は，それを模式的に表したものである。

　2�　日本のある地点で，ある日の午後10時に南の
空を観察したところ，真南にオリオン座が見え
た。図 2は，そのときの南の空をスケッチした
ものである。

⑴�　図 1のＰの位置に地球があるとき，日本のある地点の日の入り後すぐに南の空に見える星座として最も適当なも
のを，ア～エから 1つ選び，記号を書きなさい。
　ア　オリオン座　　イ　しし座　　ウ　さそり座　　エ　ペガスス座
⑵�　2において，この観察した日から2か月後の同じ時刻に南の空を観察した
ときのオリオン座の位置として最も適当なものを，図 3のア～エから 1つ
選び，記号を書きなさい。
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� 季節の変化� 〈山形・一部略〉

　　　　次の問いに答えなさい。
⑴�　太陽が真南にきて，子午線上にあるときの，太陽の高度を何というか，書きなさい。
⑵�　次は，哲也さんが，冬至に近い日から夏至に近い日にかけての，太陽の日周運動の変化についてまとめたもので
ある。　①　，　②　にあてはまる言葉の組み合わせとして適切なものを，あとのア～エから一つ選び，記号で答
えなさい。

　　�　冬至に近い日から夏至に近い日にかけて，太陽が最も高くなるときの高度は，　①　なっていき，日の出と
日の入りの位置は，　②　寄りになっていく。

　ア　①　高く　　②　北　　　イ　①　高く　　②　南
　ウ　①　低く　　②　北　　　エ　①　低く　　②　南

必

⑴ ⑵

⑵�　下線部Ｙからわかることを，「太陽が天球上を」という書き出しで，簡潔に書きなさい。また，15時につけた印か
らＡまでの透明半球上の線の長さをはかると，13.0cmであった。観察を行った日の，日の入りの時刻を求めなさい。
⑶�　下の　　　内は，日本以外の地
点における太陽の動きについて，
生徒が調べた内容の一部である。
文中の①～③にあてはまるものを，
右のア～エからそれぞれ 1つずつ
選び，記号を書きなさい。ただし，矢印は太陽の動きを表している。

　　�　観察する地点の緯度が異なると，太陽の動きがちがって見える。日本の秋分の日と同じ日の，日本以外の地点
における太陽の動きを模式図で表すと，シドニーでは（ ① ），北極付近では（ ② ），赤道上では（ ③ ）となる。
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著作権者への配慮から、掲載を差し控えております。
実際の教材には掲載されておりますのでご安心ください。
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� 月の見え方� 〈青森〉

　　　　右の図は，10月上旬から中旬の18時に同じ場所で，月を観測し，
スケッチしたものであり，下の文章は，月の見え方について述べたもので
ある。次の⑴，⑵に答えなさい。

　�　月が満ち欠けするのは，太陽と地球と月の位置関係が，月の　①　
とともに変わるからである。また，同じ時刻に見える月が西から東へ
位置を変えていくのは，地球の北極側の宇宙空間から見たとき，月が
地球のまわりを，　②　回りに　①　しているからである。

⑴�　文章中の　①　，　②　に入る語の組み合わせとして適切なものを，次のア～エの中から一つ選び，その記号を
書きなさい。
　ア　①　自転　②　時計　　　イ　①　公転　②　時計
　ウ　①　自転　②　反時計　　エ　①　公転　②　反時計
⑵�　月が南中する時刻は 1日に何分変化すると考えられるか，求めなさい。ただし，同じ時刻に見える月は， 1日に
つき12°ずつ位置が変わるものとする。　
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� 金星の見え方� 〈長野〉

　　　　日本のある地点で，日の出前に明るく輝く金星を見つけ，金星について調べた。

　〇�　図は，この日の，天の北極から見た太陽，金星，地球の位置を模式的に示した
ものである。また，図の点線は，地球と金星の公転軌道をそれぞれ示している。

　〇　公転周期は，地球が1.0年，金星が0.6年である。

⑴�　太陽系の天体で，地球型惑星として適切なものを，次のア～カからすべて選び，
記号を書きなさい。
　ア　月　　イ　火星　　ウ　水星　　エ　木星　　オ　金星　　カ　土星
⑵�　この日に天体望遠鏡で観察した金星の形として最も適切なものを，
右のア～エから 1つ選び，記号を書きなさい。ただし，金星の見かけ
の大きさと向きは，そろえて示している。
⑶�　この日から 2か月間，天体望遠鏡で金星の観察を続けていくと，金星の見え方はどのように変化していくか。最
も適切なものを，次のア～エから 1つ選び，記号を書きなさい。
　ア　見かけの大きさは小さくなり，形は丸くなっていく。
　イ　見かけの大きさは小さくなり，形は細くなっていく。
　ウ　見かけの大きさは大きくなり，形は丸くなっていく。
　エ　見かけの大きさは大きくなり，形は細くなっていく。
⑷�　地球と金星が再びこの日と同じ位置関係になるのは何か月後かを，次のように考えた。 あ ， い に当てはまる
値をそれぞれ求め，整数で書きなさい。

�　地球は 1年で360 公゚転軌道上を移動する。この間に，金星は 1周し，さらに あ  公゚転軌道上を移動する。
この角度の差が360 に゚なったとき，地球と金星は再びこの日と同じ位置関係になる。
　よって，地球と金星がこの日と同じ位置関係になるのは，最短で 1年 い か月後である。

　�　
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� 太陽の動き� 〈奈良〉

　　　　季節ごとの太陽の 1日の動きについて調べるために，北緯35度のある地点で，
夏至の日と冬至の日に次の観測を行った。各問いに答えよ。
観�測　図 1のように，厚紙に透明半球のふちと同じ大きさの円をかき，その中心を点Ｏ
とした。かいた円に透明半球のふちを合わせて固定し，方位を合わせて水平な場所に
置いた。その後， 9時から15時まで 1時間ごとに，ペンの先の影が点Ｏと重なるよう
にして透明半球上に◦印をつけた。図 2のａ，ｂは，それぞれの日に記録した◦印を
なめらかな曲線で結んで太陽の道すじを示したものであり，Ａ～Ｄの◦印は，それぞ
れａ，ｂと厚紙との交点である。図 3は，ａ，ｂにそってそれぞれ別の紙テープを重
ねて，透明半球上の◦印を紙テープに写しとり，◦印の間隔をはかった値を記したも
のである。

⑴�　地上から見る太陽の 1日の動きは，地球の自転による見かけの動きである。このような，地球の自転による天体
の見かけの動きを何というか。その用語を書け。
⑵�　図 4は，図 2の透明半球を，東側の真横から見たときのようすを模式的に表したもので
ある。この図に，夏至の日における太陽の南中高度Ｘをかき加えた図として最も適切なも
のを，次のア～エから 1つ選び，その記号を書け。

⑶�　次の　　　内は，地上から見る太陽の見かけの動きについてまとめたものである。（ ① ）に適する言葉を簡潔に
書け。また，（ ② ）に適する言葉を，「公転」の語を用いて簡潔に書け。

　　�　図 3において， 1時間ごとに記録した◦印の間隔がいずれも等しいことから，太陽は天球上を（ ① ）で動い
ていることがわかる。また，観測の結果から季節によって太陽の道すじが異なることがわかる。季節によって
太陽の道すじが異なるのは，地球が，公転面に垂直な方向に対して（ ② ）ためである。

⑷�　観測の結果から，観測した夏至の日と冬至の日における日の出の時刻の差は，何時間何分であると考えられるか。
その時間を書け。
⑸�　図 2のｂで示される太陽の道すじを観測した日に，南緯35度のある地点で同様の観測を行った場合，太陽の道す
じはどのように示されると考えられるか。最も適切なものを，次のア～エから 1つ選び，その記号を書け。
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� 太陽と月� 〈大阪・一部略〉

　　　　太陽や月などの天体の動きに興味をもったＦさんは，数日後に日本の各地で日食が観測できることを知り，
日食の当日に大阪市にある自宅近くで観測を行うことにした。次の問いに答えなさい。
⑴�　地球よりも太陽に近い軌道を公転している惑星は二つあり，そのうちの一つは金星である。もう一つは何か。惑
星の名称を漢字 2字で書きなさい。
⑵�　太陽の表面には，黒点が現れることがある。黒点について述べた次の文中のⓐ〔　〕，ⓑ〔　〕から適切なものをそ
れぞれ一つずつ選びなさい。
　�　黒点の温度は，太陽の表面の温度である約6000℃よりもⓐ〔ア　低い　　イ　高い〕。黒点を数日間観測すると，
黒点の位置が少しずつ一方向へ移動していくように見えるが，これはⓑ〔ウ　地球の公転　　エ　太陽の自転〕が主
な原因である。

⑹�　太陽光発電のパネルには，太陽の動きに合わせて自動的に向きを変えることができる追尾型のものがある。図 5
は，追尾型の太陽光発電のパネルを模式的に表したものであり，角Ｙは，太陽光発電のパネルを延長した線と水平
面がつくる角を示している。太陽光発電のパネルが，最も発電効率が高くなるように向きを変えるとき，次のア～
エの地点と日のうち，南中時刻に角Ｙの大きさが最も大きくなると考えられるものを 1つ選び，その記号を書け。
ただし，太陽光発電のパネルは，太陽の光が当たる角度が垂直に近いほど発電効率が高くなるものとする。
　ア　北緯31度の地点の夏至の日　　イ　北緯31度の地点の冬至の日
　ウ　北緯44度の地点の夏至の日　　エ　北緯44度の地点の冬至の日
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� 金星の見え方� 〈鹿児島〉

　　　　鹿児島県に住んでいるけんさんは，15日おきぐらいに 3回，
同じ時間帯に同じ場所で金星の観察を行い，カメラの倍率を同じにし
て撮影した。図 1のＡ～Ｃはそのときの金星の画像を同じ倍率で拡大
し，スケッチしたものであり，上下左右はそのまま表している。
⑴�　星座を形づくる恒星とはちがい，金星や火星のように星座の中を動いて見える星を何というか，答えなさい。
⑵�　図 1のＡ～Ｃを観察した順に並べなさい。
⑶�　この観察結果から，けんさんは，「金星の見え方が変化するのは，月と
同じように金星が地球のまわりを公転しているためではないか」という仮
説を立て，図 2のようなモデルを考えて金星の見え方について検証した。
　①�　この仮説では，金星の見え方についてうまく説明できない事柄があり，
この仮説は正しくないことがわかった。うまく説明できない事柄とは何
か，答えなさい。

　②�　けんさんは，その後，金星は太陽の周りを地球と同じ向きに225日（0.62年）の周期で公転していることを学ん
だ。そして最初にけんさんが観察を行った日から225日後，同じ場所で金星を観察した。このときの金星の見え
方について正しいものはどれか，答えなさい。

　　ア　明け方，東の空に見える　　イ　明け方，西の空に見える
　　ウ　夕方，東の空に見える　　　エ　夕方，西の空に見える
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　【Ｆさんが日食について事前に調べたこと】
　・�日食は，太陽，月，地球の順に三つの天体が並び，地球から見たときに太陽が月で隠されることによって起こ
る現象である。

　・日食が起こるのは，ⓒ〔ア　新月　　イ　満月　　ウ　上弦の月　　エ　下弦の月〕のときである。
　・�今回の日食では，太陽の全部が隠されることは
ない。

　・�表は，Ｆさんの自宅がある大阪市を含む 4地点
での，日の出の時刻，日食の開始時刻，日食の
終了時刻をまとめたものである。

⑶　上の文中のⓒ〔　〕から適切なものを一つ選びなさい。
⑷�　表から読み取れることについて述べた次の文中のⓓ〔　〕，ⓔ〔　〕から適切なものをそれぞれ一つずつ選びなさい。
　�　表に示した 4地点において，日の出の時刻が早いほど，日食の開始時刻や日食の終了時刻はⓓ〔ア　早い　　イ
　遅い〕。また，日食の開始から終了までの時間の長さは， 4地点ですべてⓔ〔ウ　同じである　　エ　異なる〕。
⑸�　日の出の時刻は日ごと
に少しずつ変化する。右
のア～エのうち，大阪市
での日の出の時刻の変化
を表したグラフとして最
も適しているものはどれか。一つ選びなさい。

【観測】　Ｆさんは自宅近くで，図 1のように日食観測用のグラスを用いて，
6時20分から日食の観測を行った。図 2は，Ｆさんが 7時20分に観測した
日食のようすを模式的に表したものである。この日，日本列島の近くを低
気圧が通過したが，Ｆさんは雲が広がっていた時間帯でも，薄い雲を通し
て日食を観測することができた。
⑹�　図 3は，Ｆさんが 6時50分， 7時20分， 7時50分に観測した日食のようすを模式的に表
したものである。図 3について述べた次の文中のⓕ〔　〕，ⓖ〔　〕から適切なものをそれぞ
れ一つずつ選びなさい。
　�　図 3中のＰは，ⓕ〔ア　 6時50分　　イ　 7時50分〕の日食のようすを表したものである。
図 3から，太陽も月も日周運動によってほぼ同じ経路を移動していたことが分かり，また，
太陽は月に比べて日周運動によって移動する速さがⓖ〔ウ　遅かった　　エ　速かった〕こ
とが分かる。
⑺�　Ｆさんが日食の観測を行った日から 2週間後，日本の各地で月食が観測された。次の文
は，日食と月食の両方を観測したＦさんが，日食や月食についてまとめたものである。文
中の　　ⓗ　　に入れるのに適している内容を，「地球」の語を用いて書きなさい。
　�　日食は，太陽，月，地球の順に三つの天体が並び，地球から見て月が太陽と同じ向きにあるときに，太陽が月で
隠されることによって起こる現象である。地球から見て太陽の全部が月で隠されると皆既日食となる。一方，月食
は，太陽，地球，月の順に三つの天体が並び，地球から見て月が太陽と反対の向きにあるときに，月が　　ⓗ　　
に入ることによって起こる現象である。地球から見て月の全部が　　ⓗ　　に入ると皆既月食となる。
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日食の開始時刻 6時 06 分 6 時 17 分 6 時 18 分 6 時 33 分
日食の終了時刻 8時 30 分 8 時 54 分 8 時 59 分 9 時 18 分
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